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さ
ら
に
高
い
付
加
価
値
可
能
に

　

今
年
の
本
町
の
豆
類
の
作
付
面
積
は

９
７
０
㌶
で
当
該
年
度
の
振
興
計
画
目
標

面
積
よ
り
３
１
０
㌶
少
な
く
、
暫
時
減
少

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
来

て
豆
類
の
生
産
者
価
格
は
小
豆
を
中

心
に
大
幅
に
減
少
し
、
生
産
費
さ
え

賄
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
一
気
に
生
産
者
の
作
付
け
意
欲

が
低
下
し
、
面
積
の
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
畑

作
物
は
輪
作
を
的
確
に
維
持
し
な
け

れ
ば
減
収
や
病
気
の
発
生
に
つ
な
が

り
、
結
果
的
に
は
高
品
質
の
生
産
の

阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
適
正
な

輪
作
の
確
保
に
向
け
「
豆
類
の
安
定

作
付
け
」
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豆
類
の
安
定
作
付
け
は
「
適
正
な
価
格

確
保
」
が
大
前
提
で
、
生
産
費
を
賄
え
る

生
産
者
価
格
の
確
保
が
最
低
限
の
基
本
と

な
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
付
加
価
値
の
確

保
に
豆
類
調
製
施
設
を
有
し
、
調
製
品
の

生
産
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
豆

類
調
製
に
よ
る
商
品
と
し
て
の
「
造
り

調
製
品
」
は
人
的
に
よ
る
も
の
が
大
勢

を
占
め
高
コ
ス
ト
に
よ
る
製
品
造
り
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、市
場
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
製
品
を
い
か
に
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
出
荷
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
豆
類
造
り
調
製
の
中

で
時
間
と
コ
ス
ト
を
要
す
る
部
分
が
色

彩
選
別
後
の
「
手
選
別
」
の
工
程
で
す
。

こ
の
部
分
が
機
械
化
さ
れ
る
と
低
コ
ス

ト
調
製
が
可
能
と
な
り
、
結
果
的
に
は

生
産
者
か
ら
の
原
料
買
取
を
高
く
す
る
こ

と
が
で
き
、
生
産
者
所
得
を
高
め
る
こ
と

と
成
り
ま
す
。
つ
い
て
は
当
Ｊ
Ａ
の
調
製

工
場
導
設
備
設
置
に
お
い
て
機
械
設
備
を

本
業
と
す
る
「
安
西
製
作
所
」
が
「
手
選
別
」

を
機
械
化
し
た
特
徴
認
識
選
別
機
と
呼
ば

れ
る
レ
オ
ソ
ー
タ
ー
が
開
発
さ
れ
、
こ
の

度
導
入
の
運
び
と
な
り
順
調
な
操
業
が
続

い
て
い
ま
す
。
手
選
別
の
機
械
化
に
よ
り

異
物
（
特
に
石
や
石
礫
）
が
１
０
０
㌫
に

近
い
状
態
で
除
去
で
き
る
こ
と
か
ら
製
品

の
信
頼
度
が
飛
躍
的
に
上
が
り
グ
レ
ー
ド

と
信
頼
性
の
高
い
調
製
品
づ
く
り
に
偉
力

が
期
待
で
き
ま
す
。

おめでとう！最優秀賞
村上雅紀さん

管内黒毛和牛枝肉例会で

　上川管内で肥育されている黒毛和
牛の肥育技術の向上と生産基盤に役
立てる事を目的に開催の共励会が 9
月 17 日、帯広市の畜産公社で行わ
れました。この共励会は上川生産連
が毎年行っているもの。出品枝肉は、
日本食肉格付協会枝肉取引規格に基
づき審査されました。各地から出品
された枝肉は厳正に審査され、村上
雅紀さん（間宮）の出品枝肉が見事、
最優秀に輝きました。最高位おめで
とうございます。

　

日
頃
、
丹
精
を
込
め
て
作
ら
れ
た
生

産
者
の
自
信
作
の
29
年
産
米
初
検
査
が
、

当
Ｊ
Ａ
検
査
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
初
検
査
は
旭
地
区
の
生
産
者
９

戸
。
何
れ
も
高
品
質
米
で
全
量
１
等
他

幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

初
検
査
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
当
Ｊ
Ａ

浦
島
専
務
が
「
今
年
の
夏
作
は
小
麦
も

ま
ず
ま
ず
で
畑
作
物
は
平
年
作
が
期
待

で
き
る
。
先
日
の
台
風
で
収
穫
前
の
デ

ン
ト
コ
ー
ン
が
倒
伏
し
た
り
、
美
沢
地

区
で
の
ハ
ウ
ス
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、

い
よ
い
よ
美
瑛
産
の
主
力
品
目
の
一
つ

が
収
穫
期
に
入
る
。
上
位
等
級
に
期
待

を
し
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
通
稲
作

生
産
部
会
長
は
「
今
年
は
作
柄
も
よ
く

タ
ン
パ
ク
も
低
い
。
期
待
が
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
本
格
作
業
が
始
ま
る
も
の
の

作
業
に
気
を
付
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
本
町
の
水
稲
作
付

は
９
２
６
㌶
。
高
品
質
、
全
量
１
等
を

め
ざ
し
本
格
作
業
に
入
り
ま
す
。

さ
ら
に
高
い
付
加
価
値
可
能
に

面
積
よ
り
３
１
０
㌶
少
な
く
、
暫
時
減
少

保
に
豆
類
調
製
施
設
を
有
し
、
調
製
品
の

生
産
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
豆

類
調
製
に
よ
る
商
品
と
し
て
の
「
造
り

調
製
品
」
は
人
的
に
よ
る
も
の
が
大
勢

を
占
め
高
コ
ス
ト
に
よ
る
製
品
造
り
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、市
場
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
製
品
を
い
か
に
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
出
荷
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
豆
類
造
り
調
製
の
中

で
時
間
と
コ
ス
ト
を
要
す
る
部
分
が
色

彩
選
別
後
の
「
手
選
別
」
の
工
程
で
す
。

こ
の
部
分
が
機
械
化
さ
れ
る
と
低
コ
ス

ト
調
製
が
可
能
と
な
り
、
結
果
的
に
は

レオソーター導入で偉力
選別スピードアップ

め
ざ
し
本
格
作
業
に
入
り
ま
す
。

グ
レ
ー
ド
の
高
い
豆
類
調
製
品
づ
く
り

幸先良く、全量 1等米

最優秀賞受賞の村上さん（上）と
出品枝肉（下）

手選別を機械化した特徴認識選別機

幸先の良いスタートの初検査



平成 29年産全道作付指標面積ならびに作付実測面積（ha）

区　　分 29 年産
指標面積 実測面積

麦　

類

小　

麦

日本めん用（秋まき） ― 83,985
パン・中華めん用（秋まき） ― 15,470
パン・中華めん用（春まき） ― 16,378

種　子 ― 2,444
小　計 119,402 118,277

大　麦 1,622 1,720
合　計 121,024 119,997

豆
類

小
豆

（うち大納言） 2,500 1,628
20,000 17,084

菜　

豆

金　時 6,450 4,950
手　亡 1,800 1,043
うずら 130 92

高級菜豆 720 334
小　計 9,100 6,419

えん豆 450 495
大　豆 35,670 36,424
黒大豆 3,200 2,801
合　計 38,420 63,223

馬
鈴
し
ょ

生　食 14,904 15,110
加　工 14,013 14,393
でん原 22,200 14,788
種　子 4,857 5,035
合　計 55,974 49,326

てん菜 66,000
（実践）60,138

58,140

（うち直播） ― 13,756
そ　ば ― 19,577
なたね ― 783
合　計 311,418 311,046

注）作付実測面積は JA 道中央会調べ（7 月 1 日現在）。ただしてん菜は糖業調べ。
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　道農政部は平成 28 年新規就農者実態調査結果を
公表した。道内における昨年１年間（28 年１月１日
から 12 月 31 日まで）の新規就農者数は 566 人で、
27 年に比べ 23 人減（前年比 96・Ｉ％）と２年連
続で減少。７年ぶりに600人を割り込んだ27年（589
人）からさらに減少、新規学卒就農者数も前年を下
回り、いずれも過去 10 年で最も少ない人数だった。
一方、新規参入者は３年連続で 100 人超を維持して
おり、国による支援制度などが一定の効果を挙げて
いることがわかった。なお、美瑛町のこの年度の新
規就農者は 16 名。
　今回の調査結果を見ると、新規就農者数 566 人
のうち新規学卒就農者数は前年から８人減少（前年
比 95・８％）の 181 人で、雇用環境の悪化により
300 人台を確保した 22 ～ 23 年を除くと近年は減少
傾向で推移しており、２年連続で 200 人を下回った。
　新規就農者の振興局ごとの地域別内訳では、十勝
が前年に比べ９人増の 93 人、上川が同４人減の 86
人、空知が同 17 人減の 82 人、オホーツクが同 13
人増の 76 人と、地域で人数の増減はあるものの、
上位４地域は変わらず全体の６割を占めている。一
方、これまで５番手だった後志は同 26 人減の 30 人
にとどまり７番手に後退。日高（31 人）や宗谷（26
人）が前年から大きく伸長した。特に日高は、新規
参入者が 20 人と道内で最も多く、管内ＪＡなどの
積極的な受け入れ態勢の確立や、近年需要が高まっ
ているトマトなど施設園芸作物に魅力を感じる就農
者も多いことが起因している。また、後志が 16 人、
石狩と十勝が 12 人、上川と根室が９人、空知が８
人と続いている。
　新規参入者（117 人）はほぼ半数に当たる 54 人
が野菜で、酪農が 30 人、畑作が 15 人、稲作が７人、
果樹と肉牛が５人。直近５年間（24 ～ 28 年）の累
計で見ても、野菜が 264 人と全体の半分近くを占め
ており、次いで酪農が 99 人、畑作が 69 人、水稲と
果樹が 34 人、花きと肉牛が 15 人で、特に初期投資
が少ないなどの点から、野菜が最も多い就農形態と
なっている。
　このほか、新規参入者を年齢別で見ると、29 歳以
下が 14 人、30 ～ 39 歳が 55 人と、40 歳未満が全
体の６割を占めているものの、雇用環境が改善して
いる影響から、近年は 30 歳未満の割合が減少傾向
にある。

頑張れ、新規就農者
道内は過去10年で最少の566人

　道農協畑作・青果対策本部は平成 29 年産畑作物の作付実測調査
結果（７月１日現在）を報告した。それによると、29 年産畑作物
の実測面積は 31 万 1,046㌶で、前年調査（同）に比べ 440㌶増加。
品目別では麦類が約 3,000㌶、てん菜が 1,250㌶前年より減少す
る一方、馬鈴しょは生食・加工を中心に約 500㌶豆類は小豆の増
反によりトータルでは約 1,500㌶上回った。そばも約 2,500㌶増
と大きく増えている。また、てん菜の実測面積は５万 8,140㌶で、
前年に比べ 1,250㌶減少し、実践指標（6 万 138㌶）を 1,998㌶
下回った。全道的に面積が減少しており、28 年産の厳しい作柄が
影響したものとみられるが、このうち直播面積は１万 3,756㌶で
前年より 550㌶増加。直播率は 23・7％で前年より 1・5㌽上昇し
ている。
　これに対し、豆類全体の実測面積は６万 3,223㌶で、前年を
1,498㌶上回った。内訳は、小豆が１万 7,084㌶で、前年に比べる
と 1759㌶増加。菜豆は 6,419㌶で前年を 1,397㌶下回ったが、大
豆は同 817㌶増の３万 6,424㌶、黒大豆は同 278㌶増の 2,801㌶
となった。
　また、28 年産は供給不足に陥った馬鈴しよについては、生食用
が１万 5,110㌶（前年比 700㌶増）、加工用が１万 4,393㌶（同
671㌶増）となり、前年より面積が増えた。

29 年産畑作物作付実測調査結果から

麦類とビートは減少、
　　豆類と馬鈴しょ増加
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30
年
産
小
豆
は
２
万
５
千
㌶
へ
作
付
け
拡
大
を

金
時
も
作
付
増
を

　

ま
ず
、
全
国
和
菓
子
協
会
の
藪
光
生
専
務

理
事
は
、
和
菓
子
業
界
に
と
っ
て
不
可
欠
な

北
海
道
産
小
豆
の
需
給
動
向
に
つ
い
て
、
28

年
産
の
不
作
に
伴
う
繰
り
越
し
在
庫
の
減
少

で
、
現
状
の
生
産
規
模
で
は
作
柄
次
第
で
供

給
不
足
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
次
年

度
は
「
2
万
5
千
㌶
の
作
付
け
が
な
い
と
間

に
合
わ
な
い
」
と
指
摘
。
今
後
は
原
料
原
産

地
表
示
義
務
化
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
と

し
、
〃
全
道
3
万
㌶
”
を
視
野
に
入
れ
た
さ

ら
な
る
生
産
基
盤
の
強
化
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

最
初
の
話
題
提
供
で
、
農
水
省
政
策
統
括

官
付
穀
物
課
の
渕
上
武
士
課
長
補
佐
は
豆
を

め
ぐ
る
情
勢
と
し
て
、
雑
豆
を
中
心
と
し
た

豆
類
の
生
産
動
向
と
価
格
推
移
に
つ
い
て
報

告
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
小
豆
は
平
成
24
年
か

ら
の
豊
作
で
繰
り
越
し
在
庫
が
積
み
上
が
っ

て
い
た
た
め
、
昨
年
ま
で
は
価
格
が
下
落
傾

向
に
あ
り
、
輸
入
品
と
の
価
格
差
も
縮
小
し

て
い
た
も
の
の
、
28
年
産
の
不
作
で
価
格
が

回
復
。
関
税
割
当
制
度
に
よ
る
輸
入
量
も
、

国
内
の
在
庫
が
潤
沢
だ
っ
た
こ
と
か
ら
近
年

は
減
少
傾
向
で
27
～
28
豆
年
度
は
2
万
㌧
を

下
回
っ
て
い
た
も
の
の
、「
在
庫
が
適
正
化

し
た
」
と
の
認
識
を
示
し
、
29
豆
年
度
は
昨

年
10
月
と
今
年
４
月
で
計
2
万
27
百
㌧
が
輸

入
さ
れ
て
お
り
、
３
年
ぶ
り
に
輸
入
量
を
拡

大
し
た
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、
い
ん
げ
ん
の

価
格
は
近
年
安
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
28
年

産
は
金
時
の
生
産
量
が
対
前
年
比
８
割
減
と

記
録
的
な
不
作
と
な
っ
た
た
め
価
格
が
大
き

く
上
昇
し
て
い
る
一
方
、
生
産
者
間
で
は
金

時
の
作
付
け
を
敬
遠
す
る
動
き
も
あ
り
、
29

年
産
の
作
付
面
積
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
に
懸
念
を
示
し
、「
29
年
度
は
在
庫
が

あ
っ
た
た
め
需
給
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響

は
出
て
い
な
い
が
、
あ
ま
り
面
積
が
減
っ
て

し
ま
う
と
需
要
に
対
し
て
国
産
が
シ
ョ
ー
ト

す
る
心
配
が
あ
る
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
は

で
き
れ
ば
も
う
少
し
面
積
を
増
や
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
大
枠
合
意
と
な
っ
た
日
Ｅ
Ｕ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
影
響
に
関
し
て
は
「
小
豆
や
い
ん

げ
ん
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
関
税
割
当
制
度

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
か
な
り
大

き
い
。
枠
内
税
率
は
即
時
撤
廃
と
な
る
が
、

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸
入
は
実
質
的
に
は
な
く
、
こ

れ
に
よ
る
影
響
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

表
示
義
務
化
で
需
要
拡
大
、
輸
入
加
糖

あ
ん
は
減
少

　

続
い
て
「
原
料
原
産
地
表
示
が
も
た
ら
す

も
の
」
を
テ
ー
マ
に
、
加
工
食
品
に
お
け
る

原
料
原
産
地
表
示
義
務
化
の
影
響
に
つ
い
て

講
演
し
た
藪
専
務
は
「
何
が
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
か
と
い
う
と
、
国
内
産
の
原
材
料
を
使
っ

た
も
の
が
消
費
者
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
（
意
欲
）
と
し
て
働
く
か
だ
ろ

う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
み
る
と
、
国
産
品

の
も
の
を
選
び
た
い
と
い
う
意
向
は
明
ら
か

に
強
い
。
特
に
、
和
菓
子
の
よ
う
な
嗜
好
品

は
お
い
し
い
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
よ
り

強
く
働
く
の
で
は
な
い
か
」と
述
べ
る
一
方
、

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
原
料
原
産
地
表
示
に

つ
い
て
は
、
可
能
性
表
示
や
大
括
（
く
く
）

り
表
示
な
ど
の
特
例
が
あ
る
た
め
わ
か
り
に

く
い
と
の
指
摘
が
あ
る
も
の
の
、
和
菓
子
を

は
じ
め
製
あ
ん
、
甘
納
豆
な
ど
雑
豆
製
品
に

関
し
て
は
①
国
内
で
製
造
ま
た
は
加
工
さ
れ

た
全
て
の
加
工
食
品
に
つ
い
て
、
原
則
と
し

て
重
量
順
第
１
位
の
原
材
料
の
国
名
を
表
示

す
る
。
な
お
、
事
業
者
が
自
主
的
に
重
量
割

合
２
位
以
降
の
原
材
料
に
つ
い
て
も
原
料
原

産
地
表
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
②
対
象
原

材
料
が
中
間
加
工
原
材
料
（
生
あ
ん
・
加
糖

あ
ん
な
ど
）
の
場
合
は
、
そ
の
原
材
料
の
製

造
地
を
表
示
す
る
（
国
内
製
造
、
中
国
製
造

な
ど
）。
た
だ
し
、
国
内
製
の
中
間
加
工
原

材
料
は
原
料
の
産
地
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
産

地
（
北
海
道
産
な
ど
）
を
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
ー
の
２
点
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙

げ
、「
複
雑
に
な
る
要
素
は
極
め
て
少
な
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

和
菓
子
を
例
に
と
る
と
、
一
般
的
に
自
家

製
あ
ん
の
場
合
は
重
量
第
１
位
が
砂
糖
、
第

２
位
が
小
豆
あ
る
い
は
手
亡
と
な
る
こ
と
か

ら
、
国
産
原
材
料
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は

「
第
２
位
の
原
産
地
表
示
が
増
え
る
」
と
の

見
方
を
示
す
と
と
も
に
、
中
間
加
工
原
材
料

の
場
合
も
、
そ
れ
が
国
内
製
造
で
か
つ
国
産

の
原
材
料
を
使
用
し
て
い
れ
ば
「
小
豆
生
あ

ん
（
小
豆
・
北
海
道
産
）」
な
ど
の
表
示
が

可
能
に
な
る
（
生
あ
ん
は
水
分
を
含
む
た
め

重
量
第
１
位
）
こ
と
か
ら
、
国
産
原
材
料
を

使
用
す
る
事
業
者
間
で
原
産
地
表
示
を
拡
大

す
る
動
き
が
強
ま
れ
ば
、
必
然
的
に
消
費
者

は
「
国
内
製
造
」
＝
「
外
国
産
原
材
料
を
使

用
し
て
国
内
で
製
造
し
て
い
る
も
の
」
と
認

識
す
る
よ
う
に
な
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
今
後
は
輸
入
小
豆
か
ら
北
海

道
産
小
豆
へ
の
切
り
替
え
を
は
じ
め
、
生
あ

29
年
産
豆
類
の
需
給
動
向
を
見
る

実
需
の
声
、
生
産
地
の
声
を
豆
類
生
産
振
興
に
活
か
す

　

平
成
29
年
度
の
豆
類
実
需
・
生
産
地

懇
談
会
が
９
月
７
日
十
勝
管
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
毎
年
実
施
の
懇
談
会
で
す

が
、
こ
こ
数
年
の
豆

類
低
価
格
受
け
主
産

地
十
勝
を
始
め
全
道
的
に
作
付
け
意

欲
が
低
下
、
29
年
産
小
豆
は
指
標
面
積

20
千
㌶
に
対
し
実
作
付
け
は
17
千
㌶
と

な
る
な
ど
価
格
低
迷
が
作
付
け
意
欲
に

直
接
結
び
つ
く
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
付
面
積
の
増
を
求
め
る
実
需
に
対
し

産
地
の
意
欲
は
比
較

的
冷
や
や
か
な
の
が

現
実
で
す
。
懇
談
会
か
ら
今
後
の
豆
類

事
情
に
つ
い
て
纏
め
て
み
ま
し
た
。

十
勝
で
豆
類
懇
談
会
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ん
を
仕
入
れ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
で
は
原
材
料

に
北
海
道
産
小
豆
を
指
定
す
る
ケ
ー
ス
、
あ

る
い
は
輸
入
加
糖
あ
ん
か
ら
輸
入
小
豆
を
使

用
し
た
国
内
製
あ
ん
へ
の
切
り
替
え
な
ど
が

進
む
と
の
見
方
を
披
露
し
、
い
ず
れ
に
し
て

も
「
北
海
道
産
小
豆
は
大
幅
な
増
産
体
制
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
供
給
不
足
と
な
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
作
付
面
積
の
拡
大
は
喫
緊

の
課
題
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
和
菓
子
業
界
に
関
し
て
は
す
で
に

北
海
道
産
小
豆
を
使
用
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー

が
多
い
た
め
大
き
な
影
響
は
な
い
と
み
ら
れ

る
も
の
の
、
特
に
輸
入
加
糖
あ
ん
に
関
し
て

は
現
在
輸
入
さ
れ
て
い
る
約
７
万
㌧
の
う
ち

20
％
程
度
（
1
万
4
千
㌧
）
が
国
内
製
造
に

移
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

原
料
と
な
る
輸
入
小
豆
の
使
用
量
も
増
え
る

と
の
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

29
年
産
小
豆
は
平
年
作
で
需
給
均
衡
も

在
庫
は
払
底

　

同
時
に
、
藪
専
務
は
北
海
道
産
小
豆
の

現
在
の
供
給
力
に
つ
い
て
「
28
年
産
は

１
万
62
百
㌶
で
単
収
2
・
8
俵
、
商
品
化
約

44
万
俵
、
繰
り
越
し
が
98
万
俵
も
あ
っ
た
か

ら
、
供
給
力
は
１
４
０
万
俵
と
な
っ
て
、
不

作
だ
っ
た
が
相
場
は
や
や
高
い
と
い
う
状

況
で
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
大
き
な
問
題
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
不
作
に
よ
っ
て
統

計
上
の
繰
り
越
し
在
庫
は
事
実
上
45
～
46
万

俵
に
減
る
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
お
お
む
ね
25

～
30
万
俵
は
市
中
に
分
散
さ
れ
て
い
る
推
定

在
庫
で
あ
り
、
そ
う
考
え
る
と
、
現
段
階
で

産
地
の
供
給
余
力
と
し
て
の
繰
り
越
し
在
庫

は
あ
っ
て
も
15
～
20
万
俵
程
度
で
、
ほ
と
ん

ど
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
し
、「
29
年
産
は
作
付
面
積
２
万
㌶
を
期

待
し
て
い
た
も
の
の
、
１
万
84
百
㌶
に
と
ど

ま
っ
た
。
仮
に
平
年
作
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
し
て
も
収
穫
量
は
80
万
俵
程
度
。

こ
の
と
こ
ろ
北
海
道
産
の
小
豆
は
毎
年
95
万

俵
が
使
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
15
万
俵
少
な

い
。
今
年
は
繰
り
越
し
在
庫
の
折
り
合
い
が

つ
く
の
で
、
何
と
か
昨
年
の
消
費
実
績
と
ほ

ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
の
供
給
力
が
あ
る
と
考
え
た

い
が
、
こ
れ
も
本
年
の
小
豆
の
作
柄
が
こ
の

ま
ま
順
調
に
進
ん
だ
場
合
で
あ
り
、
台
風
な

ど
来
な
け
れ
ば
い
い
と
祈
る
よ
う
な
気
持
ち

で
い
る
」
と
述
べ
、
需
給
状
況
が
き
わ
め
て

タ
イ
ト
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。

　
「
今
年
80
万
俵
商
品
化
で
き
、
95
万
俵
消

費
し
た
と
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
在
庫
は
な

い
と
い
う
状
態
で
来
年
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
10
ａ
当
た
り
）
４
俵
で
１
４
０
万
俵
と
す

る
と
2
万
5
千
㌶
の
作
付
け
が
な
け
れ
ば
間

に
合
わ
な
い
。
25
～
26
年
は
こ
れ
を
上
回
る

作
付
け
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
昨
今
は
大
豆

の
作
付
け
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、
一
度
減

ら
し
た
面
積
を
増
や
す
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
と
感
じ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し

ま
し
た
。

北
海
道
は
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
責
務
が
あ

る
ー
藪
専
務

　

併
せ
て
、
原
料
原
産
地
表
示
義
務
化
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
期
間
で
あ
る
34

年
３
月
よ
り
も
前
倒
し
で
動
き
が
出
て
く
る

可
能
性
が
高
い
と
し
、「
輸
入
小
豆
を
原
料

と
し
た
国
内
製
あ
ん
が
ど
れ
ぐ
ら
い
北
海
道

産
に
シ
フ
ト
し
、
加
糖
あ
ん
が
ど
れ
ぐ
ら
い

国
内
産
や
北
海
道
産
に
シ
フ
ト
す
る
の
か
。

こ
れ
ら
は
消
費
動
向
を
ど
う
考
え
る
か
に
も

か
か
わ
る
た
め
難
し
い
面
は
あ
る
が
、
中
国

産
や
中
国
製
造
に
対
す
る
忌
避
感
情
が
国
民

の
間
に
根
強
く
存
在
し
て
い
る
事
を
考
え
る

と
、
相
当
の
影
響
が
あ
る
と
見
て
い
い
。
そ

の
場
い
つ
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
影
響
が
表

れ
て
く
る
か
と
い
う
と
年
ま
で
は
そ
う
顕
著

で
は
な
い
と
思
う
が
、
新
し
く
決
め
ら
れ
る

『
食
品
表
示
基
準
』
の
経
過
措
置
期
間
が
終

わ
る
32
年
３
月
末
に
か
け
て
目
に
見
え
た
変

化
が
出
て
く
る
と
思
う
。
そ
の
場
合
、
30
年

の
作
付
け
は
2
万
5
千
㌶
必
要
と
言
っ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国

産
農
産
物
の
需
要
拡
大
を
果
た
し
た
い
と
い

う
考
え
が
根
底
に
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ

り
、
そ
れ
は
北
海
道
も
同
じ
だ
。
そ
れ
が
現

実
の
も
の
に
な
っ
た
以
上
、
逆
に
生
産
者
は

北
海
道
産
の
豆
を
使
い
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
責
務
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
料
原
産
地
表

示
の
問
題
を
考
え
る
上
で
は
、
供
給
責
任
と

い
う
こ
と
と
も
う
一
度
真
剣
に
向
き
合
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ

実
需
側
も
い
う
も
の
を
一
考
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

産
地
側
か
ら
は
再
生
産
可
能
な
価
格
水

準
求
め
る
声

　

こ
う
し
た
実
需
側
か
ら
の
要
請
に
対
し
、

意
見
交
換
の
場
に
参
加
し
た
生
産
者
サ
イ
ド

の
関
係
者
か
ら
は
、
急
激
な
面
積
増
に
は
慎

重
な
意
見
も
あ
る
一
方
で
、
原
料
原
産
地
表

示
の
義
務
化
は
産
地
に
と
っ
て
も
追
い
風
で

あ
り
、
供
給
責
任
を
果
し
て
い
く
上
で
お
互

い
に
再
生
産
可
能
な
価
格
水
準
が
重
要
と
す

る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
十
勝
高
島
の

代
表
理
事
組
合
長
は
「
安
定
供
給
の
責
任
が

あ
る
こ
と
は
十
分
自
覚
し
て
い
る
も
の
の
、

輪
作
を
基
本
に
考
え
な
が
ら
作
付
け
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
全
道
で
小
豆
を
3
万
㌶

つ
く
る
と
な
る
と
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
27
年
ま
で
は

豊
作
基
調
の
中
で
在
庫
が
２
年
分
近
く
も
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
が
3
万
㌶
作
付
け
し
た
と
き

に
価
格
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
お
互
い
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
よ
う
な

適
正
な
価
格
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
も
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
原
産
地
表
示
は

わ
れ
わ
れ
生
産
者
に
と
っ
て
も
画
期
的
で
あ

り
、
北
海
道
に
と
っ
て
は
大
き
な
力
に
な
る

と
思
う
」
と
指
摘
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
は
実
需
と
産
地
と
の
間

で
作
付
け
に
対
す
る
「
温
度
差
が
あ
っ
た
」

も
の
の
、
価
格
水
準
が
課
題
で
あ
る
一
方
、

原
産
地
表
示
な
ど
で
追
い
風
が
来
て
い
る
の

は
事
実
で
す
。
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生産
資材技術情報生産
資材技術情報

営農ホット
ライン

H O T L I N E
10 月の農作業安全と今後の技術対策

　
　当面は、収穫作業が中心となります。農作業安全を第
一としてください。収穫後は、次年度に向けての情報集
積が要点の一つとなります。
　具体的な情報は、生産部会から示されるので、この資
料では、作業の基本的意義・盲点となりやすい事項を列
記します。

１◆水田の溝切り
　収穫後の溝切りの効果の一つとして、乾土効果があり
ます。秋季が乾土状態で、翌春も乾土の場合、地力チッ
ソの発現が見込めます。

２◆秋まき小麦
1) 排水対策
　畑の過湿は、越冬前の小麦生育が不良となります。また、
翌春の雪腐病被害増加の一因となります。溝切りなどの
排水対策・透水対策をしてください。
2) 雪腐病防除
　防除時期は、根雪に近い方が望ましいですが、残効性
の高い薬剤では、やや早期の防除が可能です。防除時期
を逸しないようにしてください。
3) 越冬株数・越冬茎数・越冬時葉数
　次の点検が望ましいです。①計画した出芽株数になっ
ているか。　②越冬茎数が、標準の 1,000 本／㎡に達し
ているか。　③越冬時の主茎葉数が５葉以上になってい
るか。
4) 遅まき対策
　冷涼時の施肥リン酸不足は、初期生育不良要因の一つ
となります。

３◆豆類
1) 青立ち
　着莢数が少ない場合には青立ち傾向となり、子実水分
は低いのに茎葉の青さが目立つ場合があります。場合に
よっては、茎水分が 40％以上と高めでも、やむを得ず収
穫するときもあります。
2) 小粒傾向
　小豆では小粒傾向の畑も多いようです。脱穀時の風量
調節等に留意してください。

４◆馬鈴しょ
　早朝の低温時 (10℃以下 ) の機械収穫は、打撲による皮
下黒変を生じやすい。

５◆施設野菜
　糖分転流などの植物生理活性を高めるためには、夕方・
夜間前半の温度確保も重要です。一方、過湿・結露にな
ると、灰色かび病が多発しやすくなるので注意が必要です。

６◆生産履歴と情報集積
　収穫後には、生産履歴記帳と併せて、翌年生産に向け
た情報集積が肝要です（表１参照）。

表１　収穫後の技術的対策（抜粋）

項　目 内　容

土壌分析診
断

①生育不良部分の土壌分析
②３年に１回程度の定期的な土壌分析
③土壌改良のための土壌分析

生育不良部
分の記録

　一筆内の生育不良部分を点検し、次のよ
うな原因解明の参考にする　（①連作土壌病
害虫の発見と対処　②土壌養分不足　③湿
害・耕盤層などの物理的障害　④生育の概
要 ( 草丈、葉色、葉枯れなど )）

収量構成要
素の記録

　作物の主な収量構成要素を記録し、多収・
良質の参考にする。
①単収　②千粒重・百粒重　③品質（タン
パク、糖分）　④生育状況 ( 倒伏など )

農　薬
1)　防除関係実績の点検　( ①同一薬剤連用
の有無　②薬量・濃度・水量の適否 )
2)　在庫農薬の登録変更等の点検

肥　料

　施肥内容と生育・収量を照らし合わせて、
施肥改善・増収・品質に役立てる。
①成分バランスと量　②副成分　③肥料成
分形態（硝酸態、アンモニア態、水溶性、
く溶性など）　④収穫後土壌養分残量
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【全体運】それなりに勢いはあるものの、小さな失
敗で落ち込みやすいよう。開き直りの気持ちも
大切。まめに気分転換を

【健康運】食べ過ぎに注意。胃腸のケアを忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】サトイモ

【全体運】神経質になりやすい月。重箱の隅をつ
つくような発想はやめて、どっしり構えましょう。
クラシック音楽につき

【健康運】安定期です。スポーツを始めると刺激大
【幸運を呼ぶ食べ物】エノキタケ

【全体運】イベントや祭りなど、にぎやかな行事を
満喫するのに最適です。文化祭やコンサートに
も気軽に足を運ぶと幸運が

【健康運】ストレス発散が大事。体調に好変化あり
【幸運を呼ぶ食べ物】栗

【全体運】何かと感情的になりやすい時期。特に身
近な人とつまらない口論をしがちなので、悪い
と思ったら、すぐ謝って

【健康運】まずまず。話題の健康法を試すとグット
【幸運を呼ぶ食べ物】サンマ

【全体運】 性格の良い面がアピールされ、円満な
人間関係が築けそう。初対面の相手にも気さく
に話し掛けて。旅行も吉

【健康運】運動不足になりがち。しっかり動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】やるべき作業を真っ先に済ませたら、後
は自分の時間を楽しんで。新しい趣味を持つと
うれしい発見がありそう

【健康運】疲労が蓄積気味。適度に解消しましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

【全体運】自己アピールに最適です。温めていた
プランがあるなら、オープンにすると◎。素晴ら
しい協力者が現れる予感

【健康運】不規則な生活の改善を。好転の呼び水に
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

【全体運】緑の下の力持ち的な役割を任されるこ
とが多い時期。とはいえ、サービス精神を発揮
すれば確実に信頼アップへ

【健康運】ストレッチや体操が好調キープの秘訣に
【幸運を呼ぶ食べ物】ごま

【全体運】知的好奇心を刺激され、いろいろとやっ
てみたくなるはず。カルチャーセンターなどに
足を運んでみるのが正解 

【健康運】 不安定。運動前には念入りに準備運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

【全体運】責任のある立場を任されるなど、重圧
を感じやすいかも。肩の力を抜いた方が好結果
に。気晴らしには散歩が有効

【健康運】体力増強を目指して。健康に近づけそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ボラ

【全体運】とても前向きになれます。攻めの姿勢
をモットーに思う通り行動することで、順調に物
事が進展するでしょう

【健康運】日々、身軽に動けば体調改善に効果あり 
【幸運を呼ぶ食べ物】シメジ

【全体運】やたらと不安になり、心配しやすいよう
でしょう。マイナス方向に考えず、いい面を探す
こと。開運には花を飾って

【健康運】健康法に凝り過ぎる暗示。ほどほどがベスト
【幸運を呼ぶ食べ物】リンゴ
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アルーダ感謝フェア＆自動車大商談会
　ホクレン油機サービスでは、１０月２０日（金）・２１日（土）の
２日間「自動車大商談会」を開催いたします。上川管内の中古農機・
自動車が大集合するこの機会をお見逃しなく！

日時　１０月２０日（金）９：００～１５：００
　　　　　　２１日（土）９：００～１６：００
　　　　　　※２１日は自動車展示会のみ開催
場所　㈱ホクレン油機サービス旭川支店　内
　　　　農　機＝アルーダ旭川常設展示場
　　　　自動車＝自動車展示場
　　　　（旭川市永山２条１３丁目１番２８号）

研修センター　☎92-0588
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来春のために農機具の
整備を忘れずに ! !

研修センター　☎92-0588　FAX92-3914

　　研修センターでは、来春にむけ農機具の格納
修理受付と牧草用トワイン、ラップフイルムの取
りまとめを行います。
　職員が各組合員宅を推進にお伺い致しますので
この機会にぜひお申し込み下さい。
　なお、お申し込みは、別紙折込みの申込書でも
受付致しておりますのでお早めにＦＡＸでお申し
込み下さい。
　詳しくは研修センターまでお問い合わせ下さい。

【⽇時】 10⽉20⽇(⾦)9：00〜15：00
21⽇(⼟)9：00〜16：00
※21⽇は⾃動⾞展⽰会のみ開催

【場所】 ㈱ホクレン油機サービス旭川⽀店 内
農 機＝アルーダ旭川常設展⽰場
⾃動⾞＝⾃動⾞展⽰場

（旭川市永⼭２条１３丁⽬１番２８号）

⼤好評のアルーダ感謝フェアが今年もアルーダ旭川にて開催されます！
上川管内の中古農機・⾃動⾞が⼤集合するこの機会をお⾒逃しなく!!

中古農機・⾃動⾞をお探しの⽅は要チェック!!
中古農機情報は、開催直前に下記のホームページに掲載されます！
また、内容は随時更新しております。

掲載場所＝ホームページを検索後、常設展⽰場→上川のアルーダ旭川の
右上に出てくる展⽰品⼀覧をクリック！！

不用農機、部品等
廃棄処分いたします

研修センター　☎92-0588

　研修センターでは、農業機械、部品等廃棄物
回収処分を行います。不用になった農機具、農
機部品、その他ペール缶、空ドラム缶等の回収
処分を下記の日程で行います。

受付期間　　平成 29 年 10 月 23 日（月）～
　　　　　　　　　　　　　27 日（金）まで

（受付時間　午前 8：30 ～午後 5：00）
回収場所　　研修センター横指定地
回収方法　各自持ち込みとし、担当者が立会

い確認致しますので必ず事務所にお
立ち寄り下さい。また、集荷を希望
される方は運賃別途にて回収致しま
す。廃棄処分料金は一部有料となり
ます。

　　　　※　廃タイヤのお引受はできません。

ご不明な点、または詳しい内容に付きましては
研修センターまでお問い合わせ下さい。



☎92-3455　FAX92-3488

☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LANDからのお知らせFARM LANDからのお知らせ
パナソニック　カーボンヒーター

ハッチの暖房に　育成
牛舎に　弱った牛に　
　これからの季節　
　　　必需品です
定格　100V-600W
発熱体　ｶｰﾎﾞﾝﾋｰﾀ　１灯式
切替ｽｲｯﾁ　強 600W　弱 300W

定価　ｵｰﾌﾟﾝ　　16,800円（税別）

アルミ水平育苗棚
　数量限定！最終ＳＡＬＥ !!

■営業時間の変更  

　10 月～２月　  平日　　8：30～ 17：00 
 　　　　　土曜日　8：30～ 12：00　 
 　　　　　日祝祭日　　休み 

秋のオイル・タイヤキャンペーン！
アロックびえいでは、下記の内容にてオイル・タイヤキャンペーンを実施いたします。
ぜひこの機会のご利用をオススメします！

期間　：　１０月１日（日）～１１月３０日（木）
場所　：　ホクレン美瑛北町給油所
　　　　　オートサービスセンター
内容　：　①オイル交換でＢＯＸティッシュ５箱プレゼント！
　　　　　　さらに、ウォッシャー液補充無料です。
　　　　　②タイヤ予約・購入（新品・４本セット）で
　　　　　　ＢＯＸティッシュ１０箱プレゼント！
　　　　　　さらに、組換・バランス工賃等無料です。
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営農部　☎68-7014　FAX92-2644

３年連続日誌「我が家の記録」
ご予約お待ちしています

　2018 ～ 2020 年版の３年連続日誌「我が
家の記録」の予約が始まりました。今お申込み
いただくと特別価格でご提供！お問い合わせ・
お申込みは営農部までお願いします。

申込期日：１０月３１日（火）まで

パナソニック　カーボンヒーター

ハッチの暖房に　育成牛舎に
弱った牛に　これからの季節　必需品です

定格　100V-600W
発熱体　ｶｰﾎﾞﾝﾋｰﾀ　１灯式
切替ｽｲｯﾁ　　強600W　弱300W

定価　ｵｰﾌﾟﾝ

16,800円（税別）

営業時間の変更
10月～2月　 平日　　　8：30～17：00

　土曜日　　8：30～12：00
　日祝祭日　　　休み

パナソニック　カーボンヒーター

ハッチの暖房に　育成牛舎に
弱った牛に　これからの季節　必需品です

定格　100V-600W
発熱体　ｶｰﾎﾞﾝﾋｰﾀ　１灯式
切替ｽｲｯﾁ　　強600W　弱300W

定価　ｵｰﾌﾟﾝ

16,800円（税別）

営業時間の変更
10月～2月　 平日　　　8：30～17：00

　土曜日　　8：30～12：00
　日祝祭日　　　休み

在庫品限り！数量限定！の特別価格です。
来年の予約分は通常価格でのご案内とな
ります。
今年 10 月末までに納品させていただい
た方限定の価格です。

80 枚用 SH-80N（10 段）
（幅）1270（長さ）1360（高さ）1480
通常価格 60,000 円（税別）のところ
今回特別価格 52,000 円（税別）

96 枚用 SH-96N（8 段）
（幅）1270（長さ）2000（高さ）1230
通常価格 70,000 円（税別）のところ
今回特別価格 59,000 円（税別）

北町給油所　☎92-2157　　オートサービスセンター　☎92-2156



日程　　11月13日（月）～17日（金）・20日（月）
会場　　美瑛町保健センター（南町1丁目）
対象者　30歳～74歳の町民の方（20歳代の方は特定健診のみ受診できます）
検診項目
　１．特定健診（身体・腹囲計測、血圧測定、血液検査、心電図、医師診察等）
　２．胃がん検診（胃部バリウム検査）　３．肺がん検診（胸部エックス線検査）
　４．大腸がん検診（便潜血検査）　　　５．前立腺がん検診（血液検査）

申込締切　10月24日（月）まで
申込方法　お電話・FAXまたはグリーンセンター共済窓口（保健センターでも受付可能）
　　　　　※別紙折込の申込書で受付いたしております。

農協クミカン・貯金引き落としは利用できませんので、当日は現金をお持ちください。

秋の健診のお知らせ

共済課共済係　☎68-7017　　　美瑛町保健センター　☎92-7000
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「家の光」１２月号は
W(ダブル )付録！

　営農部では、別冊付録がついた『家の光』のと
りまとめを行っています。１２月号付録は「家計
簿（日記付き）」と家の光エンディングノート「わ
たしノート」、１月号付録は「旬の野菜を使った健
康レシピ＆相続講座」です。
　申込み希望の方は、営農部までご連絡ください。
なお女性部員の皆さんは、各地区長さんに取りま
とめをお願いしています。

申込方法　電話または FAX で営農部へお申し込
みください（女性部員を除く）

申込期日　１０月１１日（水）まで。お早めに！
12月号配本　組合員宅一日一斉訪問にてお届けいた

します。
そ  の  他　１２月号は１１月経理となります。

営農部　☎68-7014　FAX92-2644

「必ずチェック　最低賃金！　使用者も、労働者も」
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で
働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、ア
ルバイト等を含む。）に適用される北海道最低賃
金が次のとおり改定されました。

最低賃金額　時間額　810円

効力発生年月日　平成29年10月1日

厚生労働省　北海道労働局
　　　　　　労働基準監督署（支署）

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、
臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入
されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃
金法違反として処罰されることがあります。

○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料・乳製品・糖類製
造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業」）で働く労
働者には北海道の特定の（産業別）最低賃金が適応
されます。
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 美瑛の逸品

ドライカレー、五目ごはんで
商品化された「びえい丘のめし」

美瑛の逸品美瑛の逸品よろしくね！
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■安倍首相は「伝家の宝刀」を大上段に振りかざし衆議院を解散した。昨年
の農協法改正に続き今年もまた日本農業を揺るがす EU との EPA も大幅合
意。10 月 22 日に衆議院議員選挙が行われるが今、北海道農業が果たす役割を
直接行動で示すことができるチャンスが到来した。わが国の農業は危機的な状
況だ。1965 年に全国で 600 万㌶あった耕地面積は、2015 年には 450 万㌶へ
と、150 万㌶も減少した。また、65 年には全国で 1151 万人いた農業就業人
口は、15 年には 210 万人へと、5 分の 1 以下の人数に激減。わが国の農業は、
急速なスピードで縮小を続けており、このままでは存亡の危機に陥るといって
も過言ではない。その結果、日本のカロリーベースの食料自給率は 39％と著し
く低い水準に。国民と国を守る安全保障の観点から、危険な状態だ。守ることは、
決して農業従事者の利益だけが目的ではない。安全かつ新鮮な食べ物を求める
全国の消費者・生活者にとって極めて重要なことだと訴えたい。

730 人

1,901 人

263 億 40 百万円

79 億 70 百万円

 11 億 28 百万円

44 億 03 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 29 年 8 月末）

発生件数　　1件（  9 件）　《14 件》
　　負傷　　1人（  9 人）　《14 人》
　　死亡　　0人（  0 人）　《 0 人》

（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（9月 20日現在）
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7日（土）　美瑛選果 10周年美瑛マルシェ　（～９日まで）

9日（月）　体育の日

14日（土）　酪育ミルクアカデミー
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第30回理事会　8月31日（木）
■議案審議事項
議案第１号　規程の廃止について
・原案どおり承認されました。

■協議事項
①平成 29 年度農畜産物系統全量集出荷推進期間の設定

について


